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論文内容の要旨
本論文はレーザ一光を用いて，計測の立場から回析格子の新しい応用分野を開発した結果をまとめ
たもので， 6 章から成っている。
第 1 章では，本研究の目的と内容の概略を述べた。
第 2 章では， Tal加t 効果について説明し，その応用として 2 個の像の差異を検出する方法について
述べた。その方法として 2 重露光法ならびに新たに考案した実時間法についてその理論ならびに実験
結果を示した。
第 3 章は， 2 個の回析格子をフレネル回析領域にわいて応用した結果を述べたものであり， 1 個の
格子によって生ずる Talbot 像と他の格子との相関によって生ずるモアレ縞の変化を観測するもので
ある。 2 個の同心円格子を用いて光軸調整を行なう場合，モアレ縞の変化を極めて鋭敏に観測出来，
容易に高精度の光軸調整を行ない得ることを示した。
第 4 章は， 2 個の回析格子を用いたシャリング渉計の理論を光束の平行度の検査に応用した結果を
述べたものである。 2 個の格子の最適間隔に対する条件を導き，本方法が現在，本目的に対して最高
の感度を有することを示した。また一方の格子を横方向にずらせることによって光束の平行度の自動
測定に応用し得ることを提案した。
第 5 章は 2 個の格子を重ねたとき生ずるモアレ縞の強度分布の計算方法について述べたものである。
モアレ縞はそれぞれの格子の透過率ならびに両格子の空間周波数の比によって複雑な変化を示し，精
密な測定には鋭いモアレ縞が必要で、あるが，それを得るための条件を示し，それらが容易に元の格子
から推定できることを理論ならびに実験によって示した。
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第 6 章では以上の結果をまとめた。
論文の審査結果の要旨
高度の可干渉性を持つレーザ一光の出現ならびにモアレ縞の解釈に対する最近の進歩は回析格子の
計測への応用に対して新しい発展をうながしてきた。本論文はそのような分野の研究に関するもので
ある。
まず， Talbot 効果の応用として 2 個の像の差異を 2 重露光法ならびに実時間法によって検出する新
しい方法を開発している。殆んど同様な 2 個の像に僅かの差異が存在する場合，その差異の検出は歪
の測定その他画像情報処理の分野に於いて極めて重要である。
2 個以上の光学系を組み合わせた場合 その光軸を一致させることは重要なことであるが一般には
困難な事であり，高度の熟練を必要とした。また平行度の良い光束を得ることも光学上度々必要とな
るが，精度的に問題があった。本論文にむいては Talbot 効果とモアレ縞の応用によって極めて高精
度でもって容易にこれらが実現し得ることを示し，かっその適用範囲の拡大についても考察している口
一般にモアレ縞を計測に用いる場合，モアレ縞は鮮鋭であることが必要で、あり，モアレ縞発生のた
めに使用される回析格子の透過率分布にはその使用条件に応じてそれぞれの条件が必要となる。本論
文の方法によればその条件を簡単に求め得る。
これらの結果は回析格子を計測上の目的に使用する上で新しい重要な知見を与えるもので光学の各
種分野に貢献するところが大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
248 -
